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可視/近赤外ハイパースペクトルカメラ搭載型 UAV の飛行撮影による 

広域地盤の含水状態の判別 

安藤ハザマ 〇木村 誠，鶴田 亮介 
1. はじめに：中間貯蔵施設における除去土壌の埋立作業時には、土壌の含水状態によってはブルドーザによ

る撒出し作業時や転圧完了後の除去土壌も表面の風乾によって粉じんが飛散することが考えられる。これら

は作業員等の外部被ばくの要因の一つとなり得ることから、広範囲に埋め立てられる除去土壌の含水状態を

遠隔地で効率的に把握する必要がある。筆者らは可視/近赤外ハイパースペクトルカメラを搭載した UAV によ

り種々の含水状態の土壌のスペクトル強度画像を撮影した。本文は、遠隔位置においても、スペクトル強度

画像から土壌の含水状態を推定することが可能であるかの検討結果について報告するものである。 

2.実験条件： 実験は図－1の粒度を有する３種類の

購入土（粘土・シルト・珪砂５号）を写真－1の割

合で混合した 6種類の模擬土を対象に行った。ま

た、6種類の模擬土は図－2のように複数の含水比を

設定し、計 25 種類の模擬土壌を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.ハイパースペクトルカメラ：検討の際には、事前の含水状態のキャリブレーションデータの取得にエバ・

ジャパン社製のハイパースペクトルカメラ NH-8 を、UAV の飛行撮影時に、MicaSense 社製のマルチスペクト 

ルカメラ RedEdge-M を用いた。含水状態のキャリブレ

ーションでは、400nm-1000nm 波長帯のデータを 120

分割して取得できる NH-8 を用いて、対象とする土の

含水比を複数種類変えた試料の反射スペクトル強度画

像を撮影した。分割した波長ごとに含水率をラベルと

した近傍成分分析を行い、測定試料の含水比の変化が

識別可能となる波長帯の組み合わせを特定した。 

4.含水状態の判別：NH-8 を用いて事前に作成した特定波長と含水比との識別関数を使用して、RedEdge-M で

得られた反射スペクトル強度画像から土の含水比を推定した。今回検討した模擬土壌では、465-485nm 波長

帯における反射スペクトル強度が、0-30%間の含水比と対応しており、反射スペクトル強度から含水比を精度

良く判別することが可能であった。40%以上の含水比試料については、含水比の判別が困難であった。 

5.おわりに：種々の含水比を有する模擬土壌のペクトル強度画像から、含水比とユニークな関係性を有する

波長領域を特定でき、含水状態を推定することができることを示唆する結果が得られた。UAV に搭載するこ

とによって直接現地に立ち入ることなく含水比の評価が可能となることから、例えば放射性物質を含む土壌

の締固め含水比管理や、粉じんの飛散を防止するための散水管理等に活用していく予定である。 
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図－1 購入土の粒度分布 

写真－1 模擬土壌の購入土の割合 図－2 模擬土壌の含水比分布と外観 

図－3 波長帯の特定の例 
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